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１．まえがき 

小形で超広帯域アンテナとして板状モノポールア

ンテナや板状ダイポールアンテナが多数報告されて

いる[1][2].これらの補対構造のアンテナは,水平偏

波で動作する超広帯域アンテナであることが期待で

きる.本報告では板状ダイポールアンテナの補対構

造を有するアンテナに着目し,その構造と特性限界

について明らかにする. 

２．解析モデル 

ここでは図１(a)に示す板状ダイポールアンテナ

をもとに,図１(b)に示す補対構造のアンテナを考え

る.外形寸法を 400mm×200mm とし,給電用にスリッ

トを設ける.入力インピーダンスは 100Ωとする.半

径r,スリット幅dおよびスリット長hをパラメータ

とする. 

３．スリットが広帯域特性に及ぼす影響 

 図２に,スリット長 hおよびスリット幅 dに対する

比帯域幅を示す.ここで円の半径rは50mmとしている.

図２より,スリット長 hが 30mm,スリット幅 dが 10mm

のとき,最大比帯域幅 110%が得られる. 

４．半径と比帯域幅の関係 

図３に,円の半径 r を変化させたときの最大比帯

域幅および VSWR２以下の下端周波数の変化を示す.

図３より,円の半径 r が大きいほど下端周波数が低

く,広帯域となることがわかる.円の半径 r が 80mm

のとき最も広帯域となり,比帯域幅は 130％であっ

た.スリット長 h は 50mm,スリット幅ｄは 15mm であ

る. 

５．補対構造アンテナの放射特性 

 上記の最大比帯域幅を有するアンテナの下端周波

数 0.46GHz のときの放射指向性を示す.本報告で提

案した補対アンテナは水平成分を持ち,利得は

5.18dBi であった. 

６．むすび 
 板状ダイポールアンテナの補対構造を有するアン

テナについて検討した.検討の結果,円の半径が大き

いほど広帯域となり,半径 r が 80mm のとき最大比帯

域幅 130％が得られた. 
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(a)板状ダイポール  (b)補対アンテナ 

図１ 補対アンテナの構造 
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図２ スリットと比帯域幅の関係 
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図３ 半径と比帯域幅の関係 

   
図４ 放射指向性
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